
2023年 度事業報告書

1.は じめ に

2023年 度の我が国の経済は、新型 コロナウイルス感染症からの脱却により正常

化が大幅に進みました。当工業会が属する鉄鋼業界におきましては、自動車関連で

は半導体不足解消に伴い回復がみ られたものの、建設分野では人手不足や資源高に

よる工事の見直しなどにより需要が減少 したことで、国内粗鋼生産量は2年 連続で

減少 し、9千 万 ト.を割 り込む8,682.8万 トン(前年度比A1.1%)と な りました。

一方で、昨年度の 日本の鉄スクラップ価格は、海外市況や国内メーカーの輸出対

抗措置、そして為替の影響を色濃 く受けましたが、年間平均 としては約50,000円

前後で推移 し、変動幅が少ない年 となりました。引き続き過去 と比較 して高値圏と

言えますが、2050年 のカーボンニ ュー トラル実現に向け鉄スクラップの重要性が

増す中、今後も現在の状況から大きな変化はないと見る向きもあります。

日本鉄 リサイクル工業会は、2022年 度 より取 り組む方 向性 を以下の通 り4つ に

整理 し、2023年 度 も積極的に活動 を継続 し、相応の実績を達成 したと考えます。

L全 国7支 部8委 員会を通 じて会員企業の現状 と抱えている課題の把握

1.課 題解決に向けた方策の検討 と対応策の実施

皿,鉄 スクラップの国内循環促進 についての行政や関連団体 との議論 ・協議

IV.鉄 リサイクル業 の社会的認知度 向上に向けた各種情報発信

2023年6月 には熊本において全国大会 を開催 し、また各種会議においてはオン

ラインやハイブリッド形式をフルに活用 し、積極的な活動を繰 り広げました。

会員企業の抱える大きな課題の一つである不適正ヤー ドへの対応 として、「適正

ヤー ド推進委員会」を5月 に発足 させ3回 の委員会 を開催 しま した。委員会では、

鉄鋼業界、関係省庁と連携 しつつ、不適正ヤー ドの是正や公平な競争環境を構築す

べく適正な操業に向けて業界気運の向上に努めました。

また、2023年 度 の新規入会企業 は60社 と今までにないほ どの企業の方々にご入

会いただきま した。特に、鉄スクラップの国内循環の促進を図るべく、製鉄メーカ

ーには賛助会員 として多くの入会をいただき(粗 鋼生産べ一スで 日本の9割 強)
、

新年会等の場 で積極 的な交流を図ることができました。

2023年 度の具体的な事業活動 につきま しては以下をご参照頂きますが、会員各

位の日頃のご支援、ご協力に関し、此処に改めて御礼を申し上げます。
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2.事 業概要

〈主要取り組み事業〉

L会 員企業の現状と抱えている課題の把握

(1)「委 員会、支部 、部会の各種活動の活性化と連携強化」

当工業会が直面する諸課題についてタイムリーに把握 ・集約し、会員の意

見等を十分に踏まえた的確な対応を図るために、運営委員会の開催時に各支

部長ならびに委員会委員長から会員各社の現状や抱えている課題の把握に努

め、課題解決に向けた対応が図られるよう検討を行いました。

加えて、支部 ・部会においても、独 自の講演会 ・勉強会 ・研修会の開催や、

個別ニーズに応 じた独自組織の運営等を行った他、本部 ・関係委員会 との連

携強化を図りました。

E.課 題解決に向けた方策の検討と対応策の実施

皿鉄スクラップの国内循環促進についての行政や関連団体との議論・協議

W鉄 リサイクル業の社会的認知度向上に向けた各種情報発信

上記H～IVに 向けた2023年 度 の各 委員 会活 動 の主な概 要 は、以 下の通 りです 。

〈総会、理事会及び委員会活動〉

(1)第48回 通常総会(2023年6月16日(金)於:ホ テル 日航熊本)

第1号 議案 議事録署名人選任の件

第2号 議案2021年 度決算報告書修正(案)承認の件

第3号 議案2022年 度事業報告書(案)承 認の件

第4号 議案2022年 度決算報告書(案)承 認の件

第5号 議案2023年 度事業計画書報告の件

第6号 議案2023年 度予算書報告の件

第7号 議案 議事事項について、その趣 旨に反しない範囲において字句の修正を

会長に委任の件
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(2)理事会(4回)

今第172回 理事会(2023年5∫i23日)〔 ハイブリット開催】

[報告事項]

(1)代表理事及び業務執行理事の業務執行状況の報告

(2)各支部の活動報告 ・直近のトピックス及び各委員会の活動状況の報告

① 第33回 全国大会(九州支部主管)開催の準備状況

②環境PR関 係への対応状況

③ 会長会見の開催 について

(3)メーカーの賛助会員化

(4)その他

[審議事項]

(1)2022年 度事業報告書(案)及 び決算報告書(案)

(2)2023年 度予算書の修正(案)

(3)感謝状、表彰状贈呈候補者(案)

(4)第48回 通常総会議題(案)について

(5)委員長ならびに委員交代(案)について

(6)「適正ヤード推進委員会(仮称)」の設置 について(案)

(7)その他

◆臨時理事会(2023年9月26日)【 ハイブリット開催 】

[報告事項]

(1)各 支部の活動報告 ・直近のトピックス及び各委員会の活動状況の報告

(2)「適正ヤード推進委員会」の検討状況について

(3)メーカーの賛助会員化の働きかけ状況について

(4)普通鋼電炉工業会との懇談会(7E10日 開催)について

(5)会長会見の開催 について

(6)その他

[審議事項]

(1)表彰状授与に関する当面の対応方針について(案)

(2)サーキュラーエコノミー(CE)パ ートナーシップ参加への対応方針(案)

(3)2024年 新年賀詞交歓会の開催要領について(案)

(4)環 境対策委員会(当 時)傘下の 「光継者会活動費」残金 の今後の取扱いについて

(案)

(5)改 正高齢者雇用安定法施行 に伴う就業規則の一部改正(案)に ついて

(6)委員交代 について(案)

(7)その他

⇔第173回 理事会(2023年11E29日)【 ハイブリット開催 】

[報告事項]

(1)代表理事及び業務執行理事の業務執行状況の報告

(2)各 支部 の活動報告 ・直近のトピックス及び各委員会の活動状況の報告

①各支部2024年 新年賀詞交歓会の開催 日時

②第34回 全 国大会(中部支部主催)開催の準備状況

(3)「適正ヤード推進委員会」の検討状況について

(4)製鉄メーカーの賛助会員化の働きかけ状況について
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(5)経 産省 ・伊 吹製 造産 業局 長 との面 談(10月17日 開催)

(6)サ ー キュラー エコノミー(CE)パ ー トナ ーシップ会合 関連

(7)そ の他

普通鋼 電炉 工業 会との懇 談会 開催(12月6日)

[審議 事項]

(1)2023年 度 中間決 算(案)に ついて

(2)2024年 新年 賀詞 交歓 会 の開催 要 領 について(案)

(3)そ の他

⇔第174回 理 事 会(2024年3月26日)【 ハイブリット開催 】

[報告 事項]

(1)代 表理 事及 び業 務執 行理 事 の業 務執 行 状況 の報 告

(2)各 支部 の活動 報告 ・直近 のトピックス及 び各委 員会 の活動 状 況の報告

① 能登 半 島地震 の被 災会員(石 川 県:(株)金 沢柿 田商店)へ のお 見舞い につ いて

② 第34回 全 国大 会(中 部支部 主 管)開 催 の準備 状況

③ 「金属 リサイクル 伝票 」の電子化 に向けた検討 状況 と今 後の対応 につ いて

(3)「適 正 ヤード推進 委員 会 」の検討 状 況

(4)メーカー の賛 助会 員化

(5)普 通鋼 電 炉 工業会 との懇 談会 開催(2023年12月6日)に ついて

(6)2024年 物流 問題 に関す る日本 鉄鋼 連 盟か らのアンケー ト調 査 につい て

(7)「 サーキュラーエコノミー に関す る産官 学 のパ ートナー シップ」関連会 合 につ いて

(8)その他

[審議 事項]

(1)2024年 度事 業 計画(案)及 び2024年 度 収支 予算(案)に つ いて

(2)委員交 代

(3)その他

(3)運営委員会

く委員会活動 ・事業〉

運営委員会は他の委員会の総括委員会に位置付けられており、当工業会の運営等全

般に関する諸案件について対応。

(1)工業会の事業計画、事業報告及び予決算に係る事項の検討

(2)工業会の基本方針、コンプライアンスに係る事項の検討

(3)各支部、委員会活動の調整、支援に係る事項の検討

(4)関係省庁 、関係 団体との折衝、連携に係る事項の検討

〈委員会開催〉(4回)

今2023年 度第1回 運営委員会(2023年5月10日)【 ハイブリット開催】

[報告事項]

(1)各支部 の活動報告 ・直近のトピックス及び各委員会の活動状況の報告

① 第33回 全 国大会(九州支部主管)開催 の準備状況

② 環境PR関 係への対応状況
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③ 会長 会 見の開催 につ いて

(2)メー カー の賛 助会 員化

(3)そ の他

[審議 事項]

(1)2022年 度 事業 報 告書(案)及 び決算 報告 書(案)

(2)2023年 度 予算 書 の修 正(案)

(3)感 謝 状 、表 彰状 贈 呈候補 者(案)

(4)第48回 通 常総 会議 題(案)に つ いて

(5)委 員 長 ならび に委 員 交代(案)に つ いて

(6)「適 正ヤ ード推進 委 員会(仮 称)」の設 置 について(案)

(7)そ の他

◇2023年 度 第2回 運 営委 員会(2023年9月5日)【 ハ イブリット開催 】

[報告事 項]

(1)各 支部 の活動 報 告 ・直近 のトピックス及 び各委 員会 の活 動状 況 の報 告

(2)「適 正 ヤード推進 委員 会 」の検 討状 況 について

(3)メーカー の賛助 会員 化 の働 きか け状 況 につ いて

(4)普通鋼 電 炉 工業会 との懇談 会(7.月10日 開催)に ついて

(5)会長 会見 の 開催 につ いて

(6)そ の他

[審議 事項]

(1)表 彰状授 与 に関する当面 の対応 方 針 につ いて(案)

(2)サ ーキュラーエコノミー(CE)パ ー トナ ーシップ参加 へ の対 応方 針(案)

(3)2024年 新年 賀詞 交歓 会 の開催 要領 について(案)

(4)環 境 対 策委 員 会(当 時)傘 下 の 「光継 者 会活 動 費 」残金 の今 後 の取 扱 いにつ いて

(案)

(5)改 正 高齢 者雇 用 安 定法施 行 に伴 う就 業規則 の一 部改 正(案)に ついて

(6)委員 交代 について(案)

(7)そ の他

⇔2023年 度 第3回 運 営委員 会(2023年11月21日)【 ハイブリット開催 】

[報告 事項]

(1)各 支部 の活 動 報 告 ・直近 のトピックス及 び各委 員会 の活 動 状況 の報告

① 各 支部2024年 新 年 賀詞 交歓 会 の開催 日時

②第34回 全 国大 会(中 部支 部 主催)開 催 の準備状 況

(2)「適正 ヤード推 進委 員 会」の検討 状況 につ いて

(3)メーカーの賛助 会 員化 の働きか け状 況 につ いて

(4)経 産省 ・伊 吹製 造 産業 局長 との面 談(10月17日 開催)

(5)サ ーキュラー エコノミー(CE)パ ー トナーシップ会合 関連

(6)そ の他

普通鋼 電 炉 工業 会 との懇 談会 開催(12月6日)
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[審議 事項]

(1)2023年 度 中間決算(案)に つ いて

(2)2024年 新 年賀 詞交歓 会 の開催 要領 につ いて(案)

(3)そ の他

⇔2023年 度 第4回 運営 委員 会(2024年3A12日)【 ハイブリット開催 】

[報告 事項]

(1)各 支部 の活 動報 告 ・直近 のトピックス及 び各 委員 会 の活 動状 況 の報 告

① 第34回 全 国大 会(中 部 支部 主催)開 催 の準備 状況

(2)「適 正ヤー ド推 進委 員会 」の検 討状 況

(3)そ の他

①メーカー の賛助 会員化 について

② 普通鋼 電 炉 工業 会との懇 談 会 開催(2023年12月6日)に ついて

③2024年 物 流 問題 に関する 日本鉄 鋼 連盟 からのアンケー ト調 査 について

④ 「サーキュラーエコノミー に関す る産 官学 のパ ー トナー シップ」の立ち上 げイベ ン

ト・第1回 総 会 及 び 「サー キュラー パ ー トナ ー ズ ・ビジ ョンロー ドマップ 検 討

WG(第1回)」 について

[審議 事 項]

(1)2024年 度 事 業計 画(案)及 び2024年 度 収支 予算(案)に っいて

(2)能 登 半 島地 震 の被 災 会員(石 川 県:(株)金 沢 柿 田商 店)へ のお 見 舞 い につ いて

(案)

(3)「金属 リサイクル 伝票 」の電子化 にむけた検討 状況 と今 後 の対 応 につ いて(案)

(4)委員 交代

(5)人事 案件

(6)そ の他

(4)財務委員会

く委員会活動 ・事業〉

(1)支 部、部会を含めた工業会全体の財務状況把握、在り方の検討。

(2)一 般社団法人としての会計基準に基づく適正な予決算の実施。

〈委 員 会 開催 〉(3回)

⇔2023年 度第1回 財 務委 員会(2023年5月8日)【 ハイブ リッド開催 】

(1)2022年 度決 算(案)に っ いて

(2)2023年 度 予算(案)修 正 について

(3)そ の他

命2023年 度 第2回 財 務委 員会(2023年11月17日)【 ハ イブリッド開催 】

(1)2023年 度 中間決算(案)に ついて

(2)その他
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⇔2023年 度 第3回 財 務委 員会(2024年3月6日)【 ハイブ リッド開催 】

(1)2024年 度財 務委 員会 の予算(案)に ついて

(2)2024年 度予 算(案)に つ いて

(3)そ の他

(5)商社流通委員会

く委員会活動 ・事業 〉

鉄スクラップの国内流通や輸出に係る全般的な情報を収集 ・発信することによる工業会

活動支援。鉄スクラップ流通に係る諸問題(カ ーボンニュートラル、品質 向上等)に 関し

協議し、会員へ発信することによる工業会活動支援。

〈委 員会 開催 〉(1回)

◆2023年 度第1回 商社 流通 委員 会(2024年1月31日)

(1)委員 長 プレゼンテーション 「世界 スクラップ需 給分 析」

(2)適 正ヤー ド推 進委 員 会 につ いて

(3)物流2024年 問題 について

(6)業 務対策委員会

〈委員会活動 ・事業 〉

(1)労働安全衛生講習の動画配信

講師:産 業振興(株)安 全環境防災部長

講習テーマ:① 応急手 当② 自然災害に備えて③玉掛け災害防止

(2)会員への労働安全衛生活動支援

①労働安全衛生対策関連の情報の提供

中災防機関誌より特集記事をHP会 員ページへ掲載等(毎 月)

① 危険体験学習会を開催(2023年g月21日(木)参 加者17名(う ち報道 関係者3

名)

於:MC興 産(株)宇 都宮・真 岡製作所内

② 労働安全ポスターを作成・配布。標語として「今 日も一 日ご安全に」を選定。(2023

年12.月)

③過積載防止ポスターの作成、配布し、会員各社への啓発と注意喚起を実施。

(2023年12月)

⑤2023年 版 「過積載ポスターの塗り絵コンテスト」を実施、57応 募作品の中から1位

から3位 までを表彰。

(3)業界独 自の労働災害 ・事故事例の収集調査を実施(2023年10,月)

(4)東京海上 日動火災保険(株)主 催 「ハラスメント防止ウェブセミナー」を開催(2023年

10E)

(5)(株)経営承継支援主催 「事業承継オンラインセミナー」を開催(2023年11月)

(6)災害団体保 険の更新 内容の検討 、加入者募集(2023年3月)
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(7)適正な鉄スクラップ回収処理 に資する対応

「金属リサイクル伝票の電子化」に向けた検討を継続して実施

〈委員会開催〉(3回)

今2023年 度第1回 業務対策委員会(2023年8月3日)【 ハイブリット開催 】

(1)2023年 度事業計画への具体的取組みにっいて

①委員長ならびに委員交代について

②労働安全衛生講習の動画作成、配信(会員向けHP掲 載)

③危 険体験学習会の開催について

④労働災害・事故事例調査の実施について

⑤安全ポスター及び過積載防止ポスターの制作について

・2023年版 「過積載ポスター」の塗り絵コンテストの実施について

⑥「鉄リサイクル事業のマニュアルブック」改訂(2023年 版)、「労働安全衛生関連資

料の改訂」(2023年版)の発刊 にっいて

⑦金属リサイクル伝票の電子化に向けた検討状況と今後の対応について(案)

⑧東京海上 日動火災保険(株)「ハラスメントセミナー」(Web)の開催について

⑨その他

(2)情 報交換

壷2023年 度第2回 業務対策委員会(2023年10月25日)【 ハイブリット開催 】

(1)2023年 度事業計画への具体的取組み について

①労働安全衛生講習の動画作成、配信(会員 向けHP掲 載)

②安全ポスター及び過積載防止ポスターの制作について

③金属リサイクル伝票の電子化に向けた検討状況と今後の対応について(案)

④(株)経 営承継支援主催 「事業承継オンラインセミナー」の開催について

⑤危険体験学習会の開催について

⑥東京海上 日動火災保険(株)「ハラスメントセミナー」(Web)の開催 について

⑦労働災害 ・事故事例調査について

⑧次回会合について

(2)情 報交換

⇔2023年 度第3回 業務対策委員会(2024年2E2日)【 ハイブリット開催 】

(1)2023年 度事業計画への具体的取組みについて

①団体保険(施 設賠償 、労働災害総合、VIP)の 契約更新 について

②2024年 度事業計画(案)及び予算(案)に ついて

③ 「金属リサイクル伝票」の電子化にむけた今後の対応方針(案)に

ついて
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④2023年 度 労働 災 害 ・事故 事例 調 査の結 果 にっ いて(報告案 件)

⑤2023年 版 「過積 載 ポスター の塗 り絵 コンテスト」の選 考 につ いて

⑥2023年 度 労働安全衛生講習の動画作成、配信(会 員向けHP掲 載)(報 告案件)

⑦その他

(2)情 報交換

(7)環境委員会

く委員会活動 ・事業 〉

(1)鉄 リ会員各社 向けCO2削 減施策の提案(ガ イ ドブ ックの コンテンツ作成)

会員各社 向けにCO2削 減ガイ ドブ ックを制作、配布す る事業計画に基づき諸準

備を進めてきた。昨年度環境委員会数社に対してサンプ リング的に省エネ診断

を実施頂いた一般財団法人省エネルギーセンターに協力を依頼し原稿作成 を行

った。その後、当会会員がより理解 しやすい内容に再編集することが必要とな

り、記載内容の検証、咀囑作業を行った。2024年 度内にCO2削 減ガイ ドブ ック

を完成 させ 、会員各位へ配布する予定。

(2)鉄 スクラップの環境価値 の認証取得の可能性についての検討

鉄スクラップの環境価値(鉄 スクラップ1ト ンの再利用 により鉄鋼製造1ト ン

あた りCO21.39ト ン削減 に貢献)に ついて、第3者 評価機 関による正式 な認

証取得が可能か否かについて検討を行った。認証機関と意見交換を行った結果、

環境ラベルの認証取得は、原則 として単一製品のみの環境影響評価を検証 した

結果の認証であることから、2種 類(鉄 鉱石由来製 品、スクラップ由来製品)の

環境影響評価の差分値 を対象 として同一のラベル内で認証することは難 しい と

の結論を得た。

(3)2023年 度環境委員会主催 「定例講演会」

今年度は、より多 くの会員の皆様に御覧頂けることを考慮 して、事前録画 した

講演動画(3本)を 期間限定(2024年3月11日(.月)～3.月22日(金))でYouMbe

にて会員 に公 開することとした。

【講演①】

「金属 リサイクル業の中長期展望について ～スクラップの環境価値を経済価値

にどう変えられるか～」

講師:ア ーサー ・デイ ・リトル ・ジャパン株式会社

シニアコンサルタン ト 永長正丈 様

【講演②】

「川崎の町工場が挑む脱炭素社会へのイノベーシ ョン ～2030年 カーボンニュー

トラル を目指 し新時代のものづ くり企業を創造する～」

講師:日 崎工業株式会社CEO三 瓶 修 様

【講演③】

「日本 の資源循環経済政策について～サーキュラーエコノミー加速に向けた取 り

組み～」

講師:経 済産業省資源循環経済課 総括課長補佐 吉川泰弘 様
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〈委員 会 開催 〉(3回)

⇔2023年 度 第1回 環 境委 員会(2023年7,月28日)

(1)本 年 度事 業 計画 の進 捗状 況

(2)「 鉄 ス ク ラ ップ の環境価 値 」 のPR展 開 につ い て

【ハ イ ブ リッ ド開催 】

(3)環 境対策委員会(当 時)傘 下 「光継者会」活動費 残金の取 り扱いについて

(4)情 報交換 、事務局か らの連絡事項

今2023年 度第2回 環境委員会(2023年12月14日)

(1)本 年度事業計画 の進捗状況

(2)鉄 スクラップ環境価値の外部認証について

(3)鉄 スクラップ環境価値 ロゴの商標登録について

(4)次 年度事業計画について意見交換

(5)事 務局か らの連絡事項

〔ハ イ ブ リッ ド開催 】

◆2023年 度第3回 環境委員会(2024年2月16日)

(1)本 年度事業計画の進捗状況

(2)2024年 度事業計画案 について

(3)茨 城県における再生資源物保管条例について

(4)情 報交換、事務局 か らの連絡事項

【ハ イ ブ リッ ド開催 】

(8)広 報 委 員会

く委員 会活 動 ・事業 〉

(1)鉄 ス ク ラ ップ の環境 価値CO2マ イナ ス1.39tのPR活 動

㊧関東 、中部 、関西 支 部 の第48回 通 常大会(5.月 開催)、 第33回 全 国大会(九 州

支部 主 管)(6月16日 開催)に お い て鉄 ス ク ラ ップの環 境価 値 のPRを 実施 。

ロ ゴマ ー ク、ポス ター な らび に ピンズ の制 作 酒己布及 び ピ ンズの追加 購入 募集 、

PR動 画 の制 作 、上 映等 。

㊧鉄 ス クラ ップの環 境価 値PRポ ス ター2種 類 、 三角1)OPを 制作 、全 会員 に配

布。

㊧工業 会 ホー ムペ ー ジの会 員ペ ー ジ 内に各 種PRツ ール を掲 載 した 「日本 鉄 リ

サイ クル 工業 会 オ フ ィシ ャル アー カイ ブ」を開設。会 員各 社 が適 宜必 要 な コ

ンテ ンツ をダ ウン ロー ドし各 社 のPRに 利 用 。

㊧産業 新 聞及 び鉄鋼 新 聞(2023年6.月30日 付)に 全 面PR広 告 を掲 載 、

「週刊 エ コノ ミス ト」(2023年9H25日 発 売 号 、2024年3H25日 発 売号)

裏表紙 にPR広 告 「活 か して 、へ らす 」 を掲載 。

㊧鉄 ス ク ラ ップ の環境 価値CO2マ イ ナ ス1.39tロ ゴマ ー ク の商標 登 録 を特許 庁

に 申請 し国 内 にお い て独 占排 他 的 に使 用 で き る権利 を確 保 、商標 登録 証 を受
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領 。 出願 日:2023年4fi18日 、登録 日:2023年11月16日(期 間 は10

年)。

㊧2024年1月9日 ～15日 、 日本 経 済新 聞電 子版(PC版)にCO2マ イナ ス

1,39tイ メー ジイ ラス ト4種 類 を掲 載。

(2)木 谷会 長 定 例記 者会 見

理事 会終 了後 に業界紙 記者 に よる木谷 会長 定例記 者会 見 を実 施。

〈2023年9月26日 、11H29日 、2024年3月26日/計3回 実施 〉

(3)業 界紙 記者 に よ る市況 解説 動画 を制 作 、 工業会 ホー ムペ ー ジ掲載

〈2023年5月 、7月 、8月 、11月 、12月 、2024年3E/計6回 実施 〉

(4)第19回 新発 見 セ ミナ ー21実 施

2024年3月15日 ～16日 、 北九州 市 小倉 にて開催。 参 加会 員37名 。

日本製 鉄株 式会 社 九州製 鉄 所八 幡地 区(戸 畑)を 見 学。

(5)鉄 リサイ クル ニ ュー ス発行

194号(2023年8月22日 発 行)

主 要記事:第48回 通常総 会 ・第33回 全 国大会(九 州 支部 主管)開 催

195号(2024年2月29日 発 行)

主 要記事:令 和6年 新 年 会 開催

(6)会 長 と業 界紙 各社 との2024年 新 春 イ ン タ ビュー実 施(2023年12E6日)

(7)当 工業会 、官 公 庁 か らの周知 依頼 事 項等 各種情 報 を発信 、　HP掲 載

(8)2024年 工業 会 カ レンダー の作成 ・配 布

〈委 員 会 開催 〉(2回)

◆2023年 度第1回 広報委 員 会(2023年8.月7日)

(1)今 年 度 の委 員 会事 業 につ い て

(2)鉄 リサイ クル ニ ュー ス194号 掲載 記 事 につい て

(3)情 報 交換

&2023年 度第2回 広報 委員 会(2024年2H20日)【 ハ イ ブ リッ ド開催 】

(1)デ イ リース ポー ツ案 内広 告社 に よ るPR事 業 の提 案

(2)2024年 度事 業 計画 ・予 算案 につい て

(3)鉄 リサ イ クル ニ ュー ス195号 発 行 につ いて(2024年2月 末 日発行 予 定)

(4)第19回 新 発 見 セ ミナー21の 件

(5)委 員 長 交代 につ い て

(6)そ の他

(9)国 際ネットワーク委 員会

く委員 会 活動 ・事 業 〉

(1)米 国 、欧 州 で 開催 され たカンファレンス(ISRI、　BIR)に 参加 し、グロー バル な業 界 動
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向や カー ボンニュー トラル の状況 等 について情 報収 集 を行 った。

(2)CAMU(中 国廃 鋼 鉄応 用 協会)の 定例 国 際会議 において、委員 長 より「日本 の鉄 スク

ラップ」と題 した講演 を行った。

(3)KOSA(韓 国鉄 鋼協 会)及 びKOSIA(韓 国鉄鋼 資源 協 会)と韓 国ソウル にて 「日韓 鉄ス

クラップ交流 会 」を開催 し、日韓 両 国の鉄スクラップ ・鉄鋼 に係 る有意 義 な情 報交 換 を

行った。

〈委員 会 開催 〉(2回)

今2023年 度 第1回 国際ネットワーク委 員 会(2023年7E5日)

(1)林誠 一氏 によるセミナー 「世 界 と東 アジアの鉄スクラップ需給 につ いて」

(2)カンファレンス出席レポー ト

(3)日 中韓 交流会 につ いて

⇔2023年 度 第2回 国際ネットワーク委員 会(2024年3月18日)

(1)2024年 度 以 降の委員 会活 動 について

(10)自 動車リサイクル法委員会

く委員会活動・事業〉

(1)自リ法全般に関する運用状況把握及び関係省庁、関係機関との協議。

特に、マテリアルリサイクル促進及びASR削 減 に向けた素材回収インセンティブ制度

に関する関係省庁・関係機関との協議・工業会内への情宣。

(2)環境省主導の 「自動車リサイクルのカーボンニュートラル及び3Rの 推進 ・質の向上

に向けた検討会」に出席し、破砕業としての意見を発信。

(3)破砕業におけるGHG排 出に関する環境省 の施策への協力。

(4)ASRの 差配状況、再資源化施設 の受入れ状況の把握。

〈委員 会 開催 〉(2回)

⇔2023年 度 第1回 自動車 リサイクル 法委 員会(2023年7E26日)

(1)日 本 自動 車リサイクル高 度化 財 団(JFAR)か らの破砕 事 業者 宛 てアンケv一ト依 頼

につ いて

(2)板 硝 子協 会 との意 見 交換会 の結果 につ いて

(3)環 境省 ・MRA(エ ム ・アール ・アイ リサー チアソシエイツ)か らのGHG排 出 関連調 査

依 頼 に関す る協力 依頼

(4)資 源 回収インセンティブ制度 の検 討 状況 について

◆2023年 度 第2回 自動 車リサイクル 法委 員 会(2024年3月21日)

(1)日 本 自動 車 工業会 による「資源 回収 インセンティブ制 度」説 明会
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(11)港 湾委員会

く委員会活動 ・事業 〉

(1)世界 的なカーボンニュートラルの流れにより鉄スクラップの需要が増加する一方で国

内では人 口減やドライバー不足問題が顕在化しており、港を活用した荷役に注 目し

た情報収集と議論を行った。

(2)リサイクルポート推進協議会 内の国際資源循環部会と合同で会議を開催し、国土交

通省港湾環境政策室の青山室長によると講演を行うとともに、今後のリサイクルポー

トのあり方について意見交換を実施。

〈委 員 会 開催 〉(1回)

◇2023年 度第1回 港 湾 委員 会(2023年12月19日)

～リサイクル ポート推 進 協議 会/国 際資源 循 環部 会 と合 同開催

(1)国 土 交通省 による講 演 「リサイクル ポー トを巡 る最新 動 向～物 流 の2024年 問題 とサ

ー キュラーエコノミー～ 」

(12)適 正ヤード推進委員会

く委員会活動 ・事業〉

(1)鉄スクラップ業者 の一部ヤードにおいて、不適正な保管、操業が発生(条 例 に抵触

する高積みによる崩落の危険性、火災の発生、作業に伴う騒音・振動・粉塵の発生、

等々による地域住民からの苦情が多発)。

(2)不適正ヤード事業者は、法令を遵守しない分操業コストが抑えられ、結果的に材料

である鉄スクラップの仕入れを通常価格より高値で設定できる等、適正にヤード運営

している事業者との公正な競争が著しく妨げられている状況。

(3)このような状況に鑑 み、2023年5月 に「適正ヤード推進委員会」を特別委員会として

設置し、工業会として実態を調査するとともに、関係行政機関にヤード運営の適正化

に向けた働きかけを行うことにより、取締り等、実効性を高めるためのサポートを行っ

ている。

※対象となる鉄スクラップ業者は、工業会会員 ・非会員、日本企業・外国系企業を

問わない。

〈委 員 会 開催 〉(3回)

⇔第1回 適正 ヤード推進 委 員会(2023年8.月23日)

(1)開会 の挨拶

(2)メンバ ー 紹介

(3)各委 員 、本部 か らの現状 報 告(各3～5分 を目途)

(4)経 済産 業省 、警 察庁 からのコメント

(5)今後 の進 め方 等
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⇔ 第2回 適 正ヤード推 進委 員会(2023年11.月2日)

(1)開会 の挨拶

(2)出 席者確 認

(3)本 部か らの報告(製 鉄メーカーの注意 喚起 、各 自治体 の動き等)

(4)各 委 員か ら最 近 の状 況 の報 告

(5)経 済産 業省 、警 察庁 からのコメント

(6)その他(今 後 の進 め方等)

⇔第3回 適正 ヤード推進 委 員会(2024年2月27日)

(1)開 会 の挨拶 及 び 出席者 確認

(2)本 部 からの報 告

(3)各 委員 から最 近 の状 況 の報 告

(4)経 済産 業省 、環 境省 、警 察庁 からのコメント

(5)その他(今 後 の進 め方 等)

(13)関 係 会 議

(1)第34回 全 国大会(九 州 支部 主 管)

第34回 全 国大 会 は、2023年6月16日(金)に ホテル 日航熊 本 にて開催 、全 国から

647名 の参加 を得 て開催した。

(2)2024年 新年 会

2024年 の新年 会(本 部 ・関東支部 共 催)は 、1.月1日 の能登 半 島地震 の発 災状況 を

考慮 し、会 の名 称 を新年 会 に変更 して1月11日(木)にmイ ヤル パ ークホテル にて開

催 した。なお 、各支 部 の新年会 も、会 の名 称を変 更して開催 した。

3.庶 務事 項

(1)会 員(2024年3月31日 現 在)

正 会員699社(専 業683、 商社15、 海 外1)

正 会員 登録 事 業所167事 業 所(専 業131、 商社36)

賛 助会 員113事 業所

(2)役 員 等(2024年3月31日 現在)

会 長

副 会 長

専務理事

1名

4名

1名
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理 事3名(会 長 、副会長、専務理事を除く)

監 事2名

顧 問2名

支 部 長7名

委 員 長9名

運営委員19名(含 む委員長、以下同様)

財務委員7名

商社流通委員12名

業務対策委員15名

環境委員　　　　　　　　 ll名

国際ネットワーク委員8名

広報委員12名

自動車リサイクル法委員9名

港湾委員9名

(3)関 係機関への委員派遣

①一般社団法人日本鉄源協会

i)副 会長、理事、監事、運営委員会 ・需給流通委員会等委員派遣

②経済産業省、環境省関係

(会長他)

i)経 済産業省 「産業構造審議会産業技術環境分科会廃棄物・リサイクル小委員会

自動車リサイクルWG」 委員(専 務理事)

li)環境省「中央環境審議会循環型社会部会 自動車リサイクル専門委員会」委員

(専務理事)

③国交省 「リサイクルポート推進協議 会」運営委員

④リサイクルポート推進協議会「国際資源循環部会」部会長、部会員

⑤公益財団法人自動車リサイクル促進センター 評議員、総務委員

⑥一般社団法人 日本自動車会議所、経済・産業委員会 委員

⑦鉄リサイクル企業年金基金 理事

(専務理事)

(専務理事他)

(専務理事他)

(専務理事)

(専務理事)

(4)関 連 団体 の活 動

(1)一 般 社 団法 人 日本 鉄源 協 会

鉄スクラップ 関連 情報 として、年1回 「鉄源 年 報」、3ヵ月 に1回 「クォータリーてつ げ

ん」、.月1回 「てっ げん短信 」をそれぞれ発 行。

(2)リサイクル ポート推 進 協議 会 、国際資源 循 環 部会(国 交省 主 管)

静脈 物 流 にお ける港湾(リ サイクルポー ト)の果 たす べ き機 能 、特 に大型 船 による鉄

スクラップ輸 出 に向 けた港湾 インフラ整備 に 関し調 査 ・検討 ・提 言 等 を実施(港 湾 委

員会)。2021年3.月 には国交 省 より石狩 湾新 港 ・整 備 事業(総 事 業費92億 円)の 新

規採 択 を受 ける。

(3)鉄 リサイクル企 業年 金 基金

2024年3月 末現 在 で実 施事 業所 数196事 業 所 、加 入者 数6,893名 、受給 者数

3,178名 、運用 資 産額(時 価)約97億 円となってお り、関連諸 事 業 を推進 。
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(5)会 員動 向

区分
2022年 度末

会員数
入会 退会

2023年 度末

会員 数

専業会員 817 6 9 814

商社会員 51 0 0 51

海外会員 1 0 0 1

賛助会員 63 54 4 113

(うち 、製 鉄 メー カ ー) (0) (53) (0) (53)

計 932 60 13 979

注:専 業会員、商社会員には登録事業所を含む。

①2023年 度新入会員

㊧専業会員

く関東支部〉

株式会社大丸金属 代表取締役 林 弘成

く関西支部〉

加古川金属工業株式会社 代表取締役社長 原田弘美

株式会社SMC　 　　　　　　代表取締役社長 齊木孝介

株式会社イトウメタル 代表取締役 伊藤千幸

く中国四国支部〉

有限会社近藤商店 代表取締役 近藤修一

く九州支部〉

福田金属株式会社九州営業所 所長 北市 亮

㊧賛助会員

く中国四国支部〉

アサヒセイレン株式会社 岡山営業所 代表取締役 谷山佳史

㊥賛助会員(製鉄メーカー)

〈北海道支部〉

日本製鉄株式会社 北日本製鉄所室蘭地区

JFE条 鋼株式会社 豊平製造所

日本製鋼所M&E株 式会社 室蘭製作所

く東北支部〉

日本製鉄株式会社 東日本製鉄所君津地区

日本製鉄株式会社 東日本製鉄所鹿島地区
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〈本部〉

日本製鉄株式会社本社

JFEス チール株式会社 第1原料部グリーン原料室

東京製鐵株式会社本社

く関東支部〉

日本製鉄株式会社 東 日本製鉄所君津地区

日本製鉄株式会社 東日本製鉄所鹿島地区

JFE条 鋼株式会社本社

JFE条 鋼株式会社 東部製造所

JFE条 鋼株式会社 鹿島製造所

合同製鐵株式会社 船橋製造所

朝日工業株式会社 埼玉工場

王子製鉄株式会社 群馬工場

共英製鋼株式会社 関東事業所

東京鋼鐵株式会社

く中部支部〉

日本製鉄株式会社 名古屋製鉄所

トピー工業株式会社 豊橋製造所

大同特殊鋼株式会社

共英製鋼株式会社 名古屋事業所

愛知製鋼株式会社

山口鋼業株式会社

中部鋼飯株式会社

く関西支部〉

日本製鉄株式会社 瀬戸内製鉄所広畑地区

日本製鉄株式会社 関西製鉄所和歌山地区

JFE条 鋼株式会社 姫路製造所

ヤマトスチール株式会社

岸和田製鋼株式会社

山陽特殊製鋼株式会社

株式会社中山製鋼所 船町工場

日鉄スチール株式会社

合同製鐵株式会社本社

合同製鐵株式会社 大阪製造所

合同製鐵株式会社 姫路製造所

株式会社神戸製鋼所 東京本社

共英製鋼株式会社 本社

共英製鋼株式会社 枚方事業所

中山鋼業株式会社

新関西製鐵株式会社

一17一



大阪製鐵株式会社

大阪製鐵株式会社 大阪事業所堺工場

く中国四国支部〉

日本製鉄株式会社 瀬戸内製鉄所広畑地区

共英製鋼株式会社 山口事業所

株式会社宇部スチール

株式会社広島メタル&マシナリー

JFE条 鋼株式会社 水島製造所

日鉄ステンレス株式会社

く九州支部〉

日本製鉄株式会社 九州製鉄所八幡地区

日本製鉄株式会社 九州製鉄所大分地区

共英製鋼株式会社 山口事業所

株式会社トーカイ

九州製鋼株式会社 佐賀工場

拓南製鐵株式会社

常石鉄工株式会社 若松スティール工場

大阪製鐵株式会社 西日本熊本工場

②2023年 度退会会員

㊥専業会員

く北海道支部〉

三栄紙料株式会社

く東北支部〉

有限会社小野徳三郎商店

く関東支部〉

小笠原商店

株式会社ジェーエヌジー

有限会社諏訪商店

株式会社ムラタ

〈関西支部〉

株式会社TSUNAMI.

〈中国四国支部 〉

津 山解体有限会社

株式会社高木商店

㊧賛助会員

く本部>

ENECHANGE株 式会社

代表取締役 西岡淳之

代表取締役 小野久子

代表者

代表取締役

代表取締役

代表取締役

仁

緯

明

吉

原

寧

正

光

笠

田

訪

小

深

諏

盧

代表取締役 津波健治

代表取締役 寺本 岳

代表取締役 高木佳彦

代表取締役CEO　 城 口洋平
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株式会社協伸製作所 代表取締役

く関西支部〉

株式会社御池鐵工所 代表取締役

く中国四国支部〉

株式会社クリーンテック大阪営業部 部長

木村 心

小林秀匡

柳井昭一

以上
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